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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第13期

第１四半期累計期間
第14期

第１四半期累計期間
第13期

会計期間
自平成29年８月１日
至平成29年10月31日

自平成30年８月１日
至平成30年10月31日

自平成29年８月１日
至平成30年７月31日

営業収益 （千円） 485,262 438,165 1,822,652

経常利益 （千円） 77,675 233,878 626,091

四半期（当期）純利益 （千円） 74,965 152,973 476,877

持分法を適用した場合の投資利益 （千円） － － －

資本金 （千円） 83,792 87,357 87,357

発行済株式総数 （株） 5,885,800 11,844,400 11,844,400

純資産額 （千円） 2,356,553 2,918,502 2,765,596

総資産額 （千円） 2,534,861 3,145,402 2,934,773

１株当たり四半期（当期）純利益 （円） 6.41 13.00 40.74

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益
（円） 6.37 － 40.52

１株当たり配当額 （円） － － －

自己資本比率 （％） 93.0 92.8 94.2

（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりませんので、連結会計年度にかかる主要な経営指標等の推移につ

いては記載しておりません。

２．営業収益には、消費税等は含まれておりません。

３．持分法を適用した場合の投資利益については、関連会社が存在しないため記載しておりません。

４．第14期第１四半期累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益は、潜在株式が存在しないた

め、記載しておりません。

５．平成30年１月１日付けで１株につき２株の株式分割を行っております。第13期の期首に当該株式分割が行わ

れたと仮定し、１株当たり四半期（当期）純利益及び潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益を算

定しております。

 

２【事業の内容】

　当第１四半期累計期間において、当社が営む事業の内容について、重要な変更はありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第１四半期累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載した

事業等のリスクについての重要な変更はありません。

 

２【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期会計期間の末日現在において当社が判断したものであります。

（１）財政状態及び経営成績の状況

　　①業績の状況

当第１四半期累計期間におけるわが国経済は、企業収益の改善とそれに伴う雇用情勢の改善により、景気は緩や

かな回復基調となりました。一方で、アメリカと中国との貿易摩擦による対立激化とそれに基づく世界経済の警戒

感により先行きは不透明な状態にあります。

このような環境の下、当社は「公正な不動産投資市場の構築」をビジョンとして、不動産投資ポータルサイト

「楽待」を運営してまいりました。

 

「楽待」では、「楽待新聞」やメールマガジンを通じて不動産投資家への有益なコンテンツの提供を充実させ会

員数の増加を図るとともに、各サービスにおけるキャンペーン実施などの拡販施策により不動産会社への営業強化

を行ってまいりました。特に「楽待新聞」において不動産投資に関する質の高い記事を継続して発信していくこと

で「楽待」の利用価値を向上させていると考えております。

これらの結果、当第１四半期累計期間の営業収益は、438,165千円(前年同期比9.7%減)となり、営業利益233,652

千円(前年同期比200.8%増)、経常利益は233,878千円(前年同期比201.1%増)、四半期純利益は152,973千円(前年同

期比104.1%増)となっております。また、第１四半期のページビュー（PV）数は2,579万PV（前年同期比7.9%減）、

「楽待」ウェブサイト会員数は134千人（前年同期比33.8%増）、物件掲載数は61千件（前年同期比4.0%減）となっ

ております。

 

　　②財政状態の状況

　当第１四半期会計期間末の総資産は3,145,402千円となり、前事業年度末と比較して210,629千円の増加となりま

した。その主な要因は、以下のとおりであります。

 

（流動資産）

　当第１四半期会計期間末の流動資産は2,812,938千円となり、前事業年度末と比較して207,893千円の増加となり

ました。これは主に、現金及び預金が214,404千円の増加、売掛金が11,542千円減少したこと等によるものであり

ます。

 

（固定資産）

　当第１四半期会計期間末の固定資産は332,463千円となり、前事業年度末と比較して2,735千円の増加となりまし

た。これは主に、減価償却により有形固定資産が2,353千円の減少、無形固定資産が7,130千円の増加、繰延税金資

産が1,651千円減少したこと等によるものであります。

 

（流動負債）

　当第１四半期会計期間末の流動負債は215,134千円となり、前事業年度末と比較して69,340千円の増加となりま

した。これは主に未払法人税等が48,353千円の増加、未払消費税等が18,296千円増加したこと等によるものであり

ます。

 

（固定負債）

　当第１四半期会計期間末の固定負債は11,765千円となり、前事業年度末と比較して11,616千円の減少となりまし

た。これは長期未払金が11,616千円減少したことによるものであります。

 

（純資産）

　当第１四半期会計期間末の純資産は2,918,502千円となり、前事業年度末と比較して152,906千円の増加となりま

した。これは、主に利益剰余金が152,973千円増加したこと等によるものであります。

 

（２）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第１四半期累計期間において、当社が対処すべき課題について重要な変更はありません。

 

（３）研究開発活動
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該当事項はありません。

 

３【経営上の重要な契約等】

　当第１四半期会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 40,000,000

計 40,000,000

 

②【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成30年10月31日）

提出日現在発行数（株）
（平成30年12月13日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 11,844,400 11,844,400
東京証券取引所

（市場第一部）

単元株式数

100株

計 11,844,400 11,844,400 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

①【ストックオプション制度の内容】

該当事項はありません。

 

②【その他の新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

 

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数

（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成30年８月１日～

平成30年10月31日
－ 11,844,400 － 87,357 － 7,355
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（５）【大株主の状況】

　当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。

 

（６）【議決権の状況】

当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないた

め、記載することができないことから、直前の基準日（平成30年７月31日）に基づく株主名簿による記載を

しております。

 

①【発行済株式】

平成30年７月31日現在
 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式73,400 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式11,769,100 117,691
単元株式数

100株

単元未満株式 普通株式1,900 － －

発行済株式総数 11,844,400 － －

総株主の議決権 － 117,691 －

（注）単元未満株式の株式数の欄には、当社保有の自己株式が74株含まれております。

 

②【自己株式等】

平成30年７月31日現在
 

所有者の氏名又は名称 所有者の住所

自己名義

所有株式

数（株）

他人名義

所有株式

数（株）

所有株式数

の合計（株）

発行済株式数に対する

所有株式数の割合

（％）

株式会社

ファーストロジック

東京都千代田区有楽

町一丁目１番２号
73,400 － 73,400 0.62

計 － 73,400 － 73,400 0.62

 

２【役員の状況】

　該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期財務諸表の作成方法について
　当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令第63

号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について
　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期会計期間（平成30年８月１日から平成30

年10月31日まで）及び第１四半期累計期間（平成30年８月１日から平成30年10月31日まで）に係る四半期財務諸表に

ついて、明治アーク監査法人による四半期レビューを受けております。

 

３．四半期連結財務諸表について
　当社は子会社がありませんので、四半期連結財務諸表を作成しておりません。
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１【四半期財務諸表】

（１）【四半期貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前事業年度

(平成30年７月31日)
当第１四半期会計期間
(平成30年10月31日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 2,268,182 2,482,586

売掛金 302,352 290,809

前払費用 20,011 19,145

その他 23,962 26,815

貸倒引当金 △9,463 △6,418

流動資産合計 2,605,045 2,812,938

固定資産   

有形固定資産 103,663 101,309

無形固定資産 13,376 20,506

投資その他の資産   

敷金 192,485 192,095

破産更生債権等 496 496

繰延税金資産 20,203 18,552

貸倒引当金 △496 △496

投資その他の資産合計 212,688 210,647

固定資産合計 329,727 332,463

資産合計 2,934,773 3,145,402

負債の部   

流動負債   

未払金 63,183 66,440

未払費用 16,821 19,941

未払法人税等 30,874 79,227

未払消費税等 7,493 25,789

前受金 3,794 8,276

預り金 6,726 7,059

賞与引当金 16,900 8,400

流動負債合計 145,794 215,134

固定負債   

長期未払金 23,382 11,765

固定負債合計 23,382 11,765

負債合計 169,177 226,900

純資産の部   

株主資本   

資本金 87,357 87,357

資本剰余金 970,615 970,615

利益剰余金 1,807,911 1,960,885

自己株式 △100,287 △100,355

株主資本合計 2,765,596 2,918,502

純資産合計 2,765,596 2,918,502

負債純資産合計 2,934,773 3,145,402
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（２）【四半期損益計算書】

【第１四半期累計期間】

  （単位：千円）

 
 前第１四半期累計期間
(自　平成29年８月１日
　至　平成29年10月31日)

 当第１四半期累計期間
(自　平成30年８月１日
　至　平成30年10月31日)

営業収益 485,262 438,165

営業費用 407,595 204,512

営業利益 77,666 233,652

営業外収益   

受取利息 9 10

雑収入 － 215

営業外収益合計 9 225

経常利益 77,675 233,878

特別損失   

固定資産除却損 149 －

特別損失合計 149 －

税引前四半期純利益 77,526 233,878

法人税、住民税及び事業税 2,561 79,253

法人税等調整額 － 1,651

法人税等合計 2,561 80,904

四半期純利益 74,965 152,973
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【注記事項】

（追加情報）

（『税効果会計に係る会計基準』等の一部改正の適用）

「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号　平成30年２月16日）等を当第１四半期会

計期間の期首から適用しており、繰延税金資産は投資その他の資産の区分に表示しております。

 

（四半期キャッシュ・フロー計算書関係）

 当第１四半期累計期間に係る四半期キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半期累計期

間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりであります。

 
前第１四半期累計期間

（自 平成29年８月１日
至 平成29年10月31日）

当第１四半期累計期間
（自 平成30年８月１日
至 平成30年10月31日）

減価償却費 6,320千円 3,728千円

 

（株主資本等関係）

　　前第１四半期累計期間（自　平成29年８月１日　至　平成29年10月31日）

１．配当金支払額

 該当事項はありません。

 

２．基準日から当第１四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期会計期間の末日

後となるもの

　該当事項はありません。

 

３．株主資本の著しい変動

 該当事項はありません。

 

　　当第１四半期累計期間（自　平成30年８月１日　至　平成30年10月31日）

１．配当金支払額

 該当事項はありません。

 

２．基準日から当第１四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期会計期間の末日

後となるもの

　該当事項はありません。

 

３．株主資本の著しい変動

 該当事項はありません。

 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

　　前第１四半期累計期間（自　平成29年８月１日　至　平成29年10月31日）

当社は、不動産投資ポータルサイト事業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。

 

　　当第１四半期累計期間（自　平成30年８月１日　至　平成30年10月31日）

当社は、不動産投資ポータルサイト事業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益及び算定上の基礎並びに潜在株式調整後１株当たり四半期純利益及び算定上の基礎は、

以下のとおりであります。

 
前第１四半期累計期間

（自　平成29年８月１日
至　平成29年10月31日）

当第１四半期累計期間
（自　平成30年８月１日
至　平成30年10月31日）

　（１）１株当たり四半期純利益 6.41円 13.00円

（算定上の基礎）   

四半期純利益（千円） 74,965 152,973

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益（千円） 74,965 152,973

普通株式の期中平均株式数（株） 11,698,126 11,770,909

　（２）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益 6.37円 －円

（算定上の基礎）   

四半期純利益調整額（千円） － －

普通株式増加数（株） 67,196 －

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当

たり四半期純利益の算定に含めなかった潜在株式

で、前事業年度末から重要な変動があったものの概

要

－ －

（注）１.当社は、平成30年１月１日付で普通株式１株につき２株の株式分割を行っております。前事業年度の期

首に当該株式分割が行われたと仮定して、１株当たり四半期純利益及び潜在株式調整後１株当たり四半

期純利益を算定しております。

　　　２.当第１四半期累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在しないた

め記載しておりません。

 

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

 

２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

平成30年12月13日

株式会社　ファーストロジック

取締役会　御中

 

明治アーク監査法人

 

 
指 定 社 員

業 務 執 行 社 員
 公認会計士 橋本　純子　　印

 

 
指 定 社 員

業 務 執 行 社 員
 公認会計士 森岡　宏之　　印

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社ファー

ストロジックの平成30年８月１日から平成31年７月31日までの第14期事業年度の第１四半期会計期間（平成30年８月１日

から平成30年10月31日まで）及び第１四半期累計期間（平成30年８月１日から平成30年10月31日まで）に係る四半期財務

諸表、すなわち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書及び注記について四半期レビューを行った。

 

四半期財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して四半期財務諸表を

作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期財務諸表を作成し適正に

表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期財務諸表に対する結論

を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四

半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められ

る四半期財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社ファーストロジックの平成30年10月31日現在の財政状態及び同日を

もって終了する第１四半期累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認

められなかった。

 

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

 

　（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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